


一、信頼される企業として

　　　社会の進歩に貢献する

一、誠実と融和により

　　　健康で活気ある職場をつくる

一、経営の刷新と

　　　技術の開発につとめる

1958 年 12 月 1965 年 11 月

船舶および火力発電用の弁体弁座の
研究と高温高圧用安全弁の発明に対
し、紫綬褒章を受章

バルブの発明考案ならびに永年のバ
ルブ業界における功績に対し、勲三
等に叙せられ瑞宝章を受章

虫印バルブ製造／社長
1940年4月5日～1970年11月1日

東亞バルブ株式會社／会長
1970年11月1日～1971年11月1日

太田 常太郎

社是・創業者

勲章
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歴代社長 取締役および執行役員（2021年12月24日現在）

虫印バルブ製造／社長 
1940年4月5日
～1970年11月1日
東亞バルブ株式會社／会長
1970年11月1日
～1971年11月1日

太田 常太郎
東亞バルブ株式會社／会長
1951年12月1日
～1953年9月1日

松本 淳治
東亞バルブ株式會社／会長
1953年9月1日
～1964年11月1日

谷田 友治
東亞バルブ株式會社／社長
1970年11月1日
～1973年5月1日

高橋 健助

【
前
列
右
よ
り
】

【
後
列
右
よ
り
】

東亞バルブ株式會社／社長
1973年5月1日
～1985年2月17日

太田 保則
東亞バルブ株式會社／社長
1985年12月1日
～1992年12月20日

川久保 信行
東亞バルブ株式會社／社長
1992年12月20日
～1999年12月17日

瀬崎 行雄
東亞バルブ株式會社／社長
1999年12月17日～2000年3月15日
株 式 会 社トウアバ ルブグ
ループ本社／社長
2000年3月15日
～2006年12月1日

佐々木 篤

株 式 会 社トウアバ ルブグ
ループ本社／社長
2006年12月1日～2010年4月1日
東亜バルブエンジニアリン
グ株式会社／社長
2010年4月1日～2011年12月22日

浅岡 實
東亜バルブエンジニアリン
グ株式会社／社長
2011年12月22日
～2015年12月22日

唐澤 裕一
東亜バルブエンジニアリン
グ株式会社／社長
2015年12月22日～2017年12月22日
東亜バルブエンジニアリン
グ株式会社／会長
2017年12月22日～2018年12月21日

真鍋 吉久
東亜バルブエンジニアリン
グ株式会社／社長
2017年12月22日
～2020年9月30日
株式会社TVE／社長
2020年10月1日～現在

笹野 幸明

取
締
役
・
執
行
役
員

奥
井 

一
史

取
締
役
・
常
勤
監
査
等
委
員

平
野 

重
充

取
締
役
・
常
務
執
行
役
員

角
谷 

正
昭

取
締
役（
社
外
）・
監
査
等
委
員

浜
本 

光
浩

取
締
役
・
専
務
執
行
役
員

有
松 

清
高

取
締
役（
社
外
）・
監
査
等
委
員

生
川 

友
佳
子

代
表
取
締
役
・
社
長
執
行
役
員

笹
野 

幸
明

執
行
役
員

川
上
　
浩

取
締
役
・
常
務
執
行
役
員

飯
田 

明
彦

執
行
役
員

永
井 

貴
之

取
締
役
・
常
務
執
行
役
員

三
宅 

利
幸

執
行
役
員

山
田 

善
男

常
務
執
行
役
員

田
中 

博
之

執
行
役
員

桝
村 

英
孝
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バルブ製造事業
当社の製品は、設計・開発段階から製造、技術部門が連携し、
材料から吟味することでバルブの鋳物から製品加工までを一環
して自社で行っています。お客様からの高い要求にも応えられ
るよう製造工程では熟練技術の研鑽、メカトロ化、IT 化を進め、
より良い製品品質の向上に努め、高温高圧バルブメーカーとし
て世界に自信を持って高品質なバルブを提供しています。

メンテナンス事業
高温高圧バルブの製造メーカーとしての技術を生かした電力設
備の建設、設置、機能の維持と保全を目的とするメンテナンス業
務のほか、技術に関するコンサルタント業務も行っています。

事業紹介
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製鋼事業
当社の鋳鋼製品は、鋳造設計から材料発注、生産管理、溶解、
鋳込み、熱処理、試験、検査などの各プロセスにおいて、徹底
した品質管理のもと生産されています。当社の高温高圧バルブ
に求められる品質を満たす製品はもちろんのこと、化学プラン
ト、建設機械、船舶といったさまざまな性能が求められる各種
産業用の鋳鋼製品を、安定供給しています。

除染事業
東日本大震災の影響による福島地域の再生に取り組むべく、除
染事業への参画、減容化施設などでの放射線管理業務、福島第
一発電所内での管理業務、設備管理業務に取り組んでいます。
今後は減容化施設での管理業務などにも参画して事業領域を拡
大し、原子炉廃止措置事業へ本格的に参入していきます。
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　当社は、本年（2022年）3月10日で、創業満100年の佳節を迎えることが
できました。これもひとえに、永年に渡り支えていただいた多くのお客様をは
じめ、協力会社や関係会社の皆様のご支援の賜物であり、また従業員の努力の
結晶であると深く感謝し、ここに厚くお礼を申し上げます。
　創業者の太田常太郎は、若くして独立を目指し、1922（大正11）年3月10日、
29歳のとき、大阪の地で「太田工業商會」を創業し、その後「虫印バルブ製作所」
と改名いたしました。この由来は、創業者が幼い頃に夢中だったクワガタ虫のよ
うに耐久力の強いバルブを日本の発展のために造るとの理想を掲げ、そのために
仕事の「ムシ」となり、世のために「無私」の精神で貢献するとの決意と情熱を込め
たものでした。さらに、「東亞バルブ」、「東亜バルブエンジニアリング」への社名
変更を経て、2020（令和2）年10月に現在の「TVE」に変更いたしました。
　これまでの当社の長い歴史において、船舶のバルブ製造に始まり、石油、火
力、原子力の各分野で、日本初となる国産化バルブなどへのチャレンジを通して、
高品質で耐久性の高いバルブを多く提供することで、発電プラント業界におい
て信頼されるバルブブランドを目指してまいりました。特に世界の高温高圧の
火力プラントと日本の原子炉の安全弁や重要弁において、数多くの実績を残す
ことができました。
　これは、ひとえに創業当初からの精神を失わず、技術伝承と社会貢献に重き
を置きながら、これまで震災やさまざまな困難もバネにしつつ、全てのステー
クホルダーの皆様に支えられ、「人の力」、「つくる力」、「まもる力」を大切にし
てきたことで実現できたものと考えています。
　現在、企業の平均寿命が一般的に30年程度と言われる中で、100年企業は
世界で約8万社、日本で3万3,000社と言われています。長寿企業とはいえ順
風満帆で進んできた企業は1社もありませんが、長く存続している企業という
強みを生かし、今後も維持していきたいと考えます。
　今後もパンデミックや、巨大災害、急激なマーケットの変化、経済の悪化な
ど、私たちを襲う多くの苦難が到来すると思いますが、創業者の使命感や会社
の理念など根幹となるものは決して変えず、新しいものを取り入れ、製品やサー
ビスなどを柔軟に変化させながら、社会の課題を本業としていくSDGs推進企
業として、現在世界で2,000社ある200年企業を目指してまいります。
　「信頼される企業として、社会の進歩に貢献する」という理念と、「世界のエネ
ルギーインフラに貢献するグローバルニッチトップ」というビジョンと、「今、
第２の創業の時」のスローガンを掲げて、新たな変革と開発の道を歩んでいきた
いと考えています。

2022年10月

ごあいさつ

代表取締役・社長執行役員
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• 本書の記述内容は、原則として 2022（令和 4）年 3 月末までとした。
• 人名および企業名の敬称は省略した。
• 年号は西暦を基本とし、本文中の各項目の初出時のみ和暦を付した。
• 会社名、団体名、役職名は当時の名称を用い、のちに変更された場合は、
初出時にその名称を付した。

• 原則として、引用文は原文のままとした。
• 用字用語は常用漢字、現代かなづかいによったが、固有名詞などはこれ
によらないものがある。

資料編に掲載した財務数値については、下記のとおり。
• 有価証券報告書などを出典とした。
• 連結財務および連結会社「旧東亞バルブ⇒トウアバルブグループ本社⇒
東亜バルブエンジニアリング⇒ TVE」の単体財務の情報を中心に記載し
た。その他子会社「旧東亜バルブエンジニアリング」を参考のため掲載
した。その他子会社の旧高田製鋼所は未記載とした。

• 各財務数値は、上場以降の「有価証券報告書」または単体の「事業報告書」
を参照した。

• 掲載項目は、上記の連結会社の変遷もあり、1973 年まで６カ月間での
表示とした。
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